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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
家
庭
教
師
ヒ
ッ
ト
マ
ン
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
！
　
憤
怒
の
雪
、
来
る
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
１
６
３
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ち
ゃ
ん
ぽ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
人
公
・
ゼ
ロ
ナ
は
復
讐
を
目
的
に
生
き
て
き
た
。
対
象
は
、
兄
。
イ
タ
リ

ア
で
育
ち
、
フ
リ
ー
の
ヒ
ッ
ト
マ
ン
と
し
て
兄
の
情
報
を
得
、
い
よ
い
よ
復
讐

の
計
画
を
立
て
た
。

―
―
―
―
必
ず
、
殺
し
て
や
る
―
―
―
―
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プ
ロ
ロ
ー
グ

私
は
、
イ
タ
リ
ア
の
下
町
で
生
ま
れ
た
。

“
彼
”
の
妹
と
し
て
。

私
は
“
彼
”
が
兄
と
し
て
大
好
き
だ
っ
た
し
、
“
彼
”
も
私
に
優
し
く
し
て
く

れ
た
。

だ
け
ど
、
あ
る
日
“
彼
”
は
い
な
く
な
っ
た
。

私
は
、
私
の
母
に
捨
て
ら
れ
た
。
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私
が
い
る
と
“
彼
”
の
障
害
に
な
る
、
っ
て
。

…
あ
ぁ
、
世
界
は
単
純
だ
な
ぁ
。

結
局
は
皆
、
己
の
利
益
の
為
に
行
動
す
る
。

そ
の
為
な
ら
、
自
分
の
子
供
で
も
捨
て
る
の
か
。

紙
く
ず
の
よ
う
に
、
捨
て
る
の
か
。



4

あ
は
は
…
。

な
ん
だ
か
可
笑
し
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
…
…
。

「
…
…
あ
ぁ
、
世
界
は
単
純
だ
な
ぁ
」

誰
に
も
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
小
さ
な
声
で
、
呟
い
て
み
る
。

そ
の
声
は
消
え
る
。

儚
く
、
消
え
る
。
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ま
る
で
人
の
命
の
よ
う
に
。

　ど
う
し
て
私
は
“
彼
”
…
兄
と
一
緒
に
行
け
な
か
っ
た
の
か
な
？

私
が
普
通
で
、
普
通
だ
か
ら
？

い
い
え
…
私
は
、
普
通
じ
ゃ
な
い
。
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兄
も
母
も
…
誰
も
知
ら
な
い
秘
密
が
あ
る
。

…
い
つ
か
、
私
を
捨
て
た
こ
と
を
後
悔
さ
せ
て
あ
げ
る
。

そ
し
て
、
母
と
共
に
私
を
置
い
て
い
っ
た
…
兄
も
。

『
復
讐
対
象
：
兄
・
母
』

ポ
ロ
…
。
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目
か
ら
水
が
垂
れ
る
。

こ
れ
は
涙
で
は
無
い
。

絶
対
に
違
う
。

私
は
心
を
氷
の
中
に
閉
じ
込
め
た
。

も
う
、
二
度
と
溶
け
ぬ
氷
の
中
に
。
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じ
ゃ
あ
、
こ
れ
は
何
？

指
で
触
っ
て
、
見
て
み
る
。

そ
の
液
体
は
、
赤
い
。

「
血
…
？

　
…
そ
う
か
、
祝
っ
て
く
れ
る
の
か
…
」

復
讐
劇
の
、
始
ま
り
を
。
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　私
は
捨
て
ら
れ
、
一
人
で
生
き
て
き
た
。

母
が
死
ん
だ
と
か
聞
い
た
。

復
讐
す
る
前
に
、
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。

仕
方
な
い
、
こ
の
分
は
兄
に
…
。
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ボ
ロ
ッ
。

ま
た
、
目
か
ら
血
が
。

不
思
議
だ
な
ぁ
。

心
を
氷
漬
け
に
し
た
の
は
随
分
昔
な
の
に
、
今
心
が
痛
い
気
が
す
る
。

悲
し
ん
で
る
訳
で
は
無
い
。

で
も
孤
独
を
重
ね
す
ぎ
た
。
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あ
ぁ
、
ち
ょ
う
ど
い
い
。

今
か
ら
孤
独
で
生
き
て
い
こ
う
。

ス
ッ
。

目
か
ら
出
て
く
る
血
が
止
ま
る
。

も
う
、
兄
の
こ
と
は
忘
れ
よ
う
。
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う
ん
、
そ
れ
が
い
い
…
。

そ
れ
が
…
…
。

…
今
度
は
、
目
か
ら
透
明
な
液
体
。

こ
れ
が
、
涙
…
…
…
…
？

い
や
、
違
う
。



13

涙
だ
と
し
て
も
、
感
情
は
無
い
。

そ
れ
は
涙
で
は
な
く
、
た
だ
の
水
だ
。

そ
う
…
。

さ
ぁ
、
祝
福
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

新
し
い
劇
の
始
ま
り
を
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

意
味
分
か
ん
な
い
で
す
ね
…
。

次
の
話
で
主
人
公
設
定
を
書
き
ま
す
の
で
！

兄
が
誰
か
は
ま
だ
秘
密
で
す
。

そ
れ
で
は
♪
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零
幕
　
主
人
公
設
定

ゼ
ロ
ナ

背
は
高
め
。

肩
ま
で
の
黒
髪
。
目
は
細
く
、
紅
。

イ
タ
リ
ア
の
下
町
で
育
つ
。

母
と
１
０
歳
違
い
の
兄
が
１
人
。
父
は
生
ま
れ
る
前
に
還
ら
ぬ
人
に
。

兄
と
は
ボ
ン
ゴ
レ
独
立
暗
殺
部
隊
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
ボ
ス
、
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
。

２
歳
の
あ
る
日
母
に
捨
て
ら
れ
、
母
と
兄
に
復
讐
す
る
た
め
に
生
き
る
。

母
が
死
ん
で
か
ら
は
、
兄
だ
け
に
。

捨
て
ら
れ
た
当
時
、
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
の
年
齢
は
１
２
歳
。

ど
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
入
ら
ず
、
フ
リ
ー
の
殺
し
屋
と
し
て
依
頼
を
受
け
る
。

一
国
に
留
ま
る
こ
と
は
無
く
、
依
頼
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
他
国
に
向
か
っ
て
い

た
。

兄
に
復
讐
す
る
た
め
に
、
１
０
歳
で
日
本
に
向
か
う
。

ボ
ン
ゴ
レ
の
こ
と
を
心
底
嫌
っ
て
い
て
、
ツ
ナ
の
友
達
に
な
る
。

頭
が
良
く
、
運
動
神
経
バ
ツ
グ
ン
。
顔
も
と
て
も
整
っ
て
い
て
、
『
か
わ
い
い
』

よ
り
『
美
人
』
。
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信
頼
し
た
者
に
は
優
し
い
が
、
敵
に
は
冷
酷
で
残
忍
。

誰
も
知
ら
な
い
あ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

・
・
・
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零
幕
　
主
人
公
設
定
（
後
書
き
）

気
づ
い
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
主
人
公
の
名
前
を
変
え
ま
し
た
・
・

・
。

そ
し
て
、
兄
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
で
す
♪

・
・
・
あ
の
人
に
復
讐
す
る
だ
な
ん
て
・
・
・
ね
。

ち
な
み
に
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
が
９
代
目
に
ひ
き
と
ら
れ
た
の
を
１
２
歳
、
そ
の
時

ゼ
ロ
ナ
は
２
歳
。

ツ
ナ
と
同
い
年
で
す
。

情
報
が
追
加
さ
れ
次
第
、
こ
こ
に
追
加
し
て
い
く
の
で
！

で
は
ま
た
★
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壱
幕
　
日
本
へ

「
や
、
や
め
・
・
・
や
め
て
く
れ
―
―
―
―
―
―
！
！
！
」

「
黙
れ
」

ズ
ガ
ン
ッ
！

今
日
も
、
依
頼
を
受
け
て
仕
事
・
・
・
人
殺
し
を
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
ナ
は
最
後
の
１
人
を
依
頼
し
た
マ
フ
ィ
ア
か
ら
渡
さ
れ
た
銃
で
殺
し
、
近

く
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
。

傷
一
つ
無
く
、
服
に
返
り
血
す
ら
付
い
て
無
い
。
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「
今
回
の
報
酬
は
・
・
・
ア
イ
ツ
の
情
報
が
あ
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
な
ぁ
」

ア
イ
ツ
・
・
・
そ
れ
は
ゼ
ロ
ナ
が
２
歳
の
頃
に
捨
て
ら
れ
た
以
降
会
っ
て
い
な

い
兄
、
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
の
こ
と
だ
。

ゼ
ロ
ナ
は
、
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
に
復
讐
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
。

母
も
復
讐
対
象
だ
っ
た
の
だ
が
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

今
、
ゼ
ロ
ナ
は
１
０
歳
。

捨
て
ら
れ
て
８
年
が
経
っ
た
。
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「
あ
、
報
告
し
な
い
と
・
・
・
」

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
を
取
り
出
し
、
電
話
を
す
る
。

「
あ
、
も
し
も
し
？
」

『
終
わ
っ
た
の
か
？
』

「
終
わ
っ
た
」

『
噂
通
り
仕
事
が
速
い
な
。
し
て
、
報
酬
は
？
』

「
あ
る
人
の
情
報
を
貰
え
る
か
な
？
」

『
我
々
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
情
報
が
少
な
い
が
・
・
・
。
誰
だ
？
』
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「
ど
っ
か
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
い
る
、
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
っ
て
男
。
今
は
２
０
歳
か

な
？
」

『
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
か
・
・
・
。
４
年
ほ
ど
前
か
ら
聞
か
な
い
が
、
知
っ
て
い
る

ぞ
』

「
ん
じ
ゃ
ど
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
教
え
て
。
報
酬
は
情
報
と
、
こ
の
銃
も
ら
え

れ
ば
い
い
よ
」

『
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
？
』

「
い
い
か
ら
。
早
く
し
て
」

『
・
・
・
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
は
巨
大
マ
フ
ィ
ア
、
ボ
ン
ゴ
レ
に
い
る
。
９
代
目
の

実
子
と
い
う
話
だ
が
、
８
年
前
に
聞
い
た
の
が
初
め
て
だ
な
』

「
は
？
実
子
・
・
・
？
」

『
ど
う
か
し
た
か
？
』
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「
・
・
い
や
、
何
で
も
な
い
。
他
に
情
報
は
あ
る
？
」

『
他
に
か
・
・
・
。
あ
ぁ
、
探
し
人
を
し
て
い
る
、
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
』

「
人
？
」

『
誰
か
は
知
ら
な
い
が
な
・
・
・
。
こ
れ
以
上
は
情
報
が
無
い
。
悪
い
な
』

「
い
や
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
情
報
だ
よ
。
そ
れ
に
銃
も
貰
え
る
な
ら
ラ
ッ

キ
ー
だ
し
ね
」

『
・
・
・
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
の
情
報
を
、
な
ぜ
欲
し
た
？
』

「
・
・
・
私
の
望
み
だ
か
ら
、
か
な
。
こ
れ
以
上
話
す
気
は
無
い
よ
」

『
こ
ち
ら
も
そ
の
つ
も
り
は
無
い
。
以
上
で
依
頼
は
終
わ
り
だ
。
い
い
か
？
』

「
う
ん
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ま
た
ね
」

ピ
ッ
。
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「
ん
、
ボ
ン
ゴ
レ
か
・
・
・
。
そ
れ
に
し
て
も
実
子
？
そ
ん
な
嘘
つ
い
て
ど
ー

す
ん
だ
か
」

ア
ハ
ハ
、
と
笑
う
。

ソ
フ
ァ
ー
か
ら
立
ち
上
が
り
、
歩
き
出
す
。

だ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
足
を
止
め
る
。

「
・
・
・
ボ
ン
ゴ
レ
・
・
・
？
あ
そ
こ
に
は
、
噂
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。
ん
ー
、

何
だ
っ
け
？
」



24

少
し
の
荷
物
が
入
っ
た
カ
バ
ン
の
中
か
ら
手
帳
を
取
り
出
す
。

パ
ラ
パ
ラ
、
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
あ
る
ペ
ー
ジ
で
止
め
る
。

「
ん
、
ボ
ン
ゴ
レ
発
見
♪
え
ー
っ
と
・
・
・
。
あ
、
コ
レ
だ
。
『
ボ
ス
は
初
代

ボ
ン
ゴ
レ
ボ
ス
の
血
縁
関
係
に
当
た
る
者
し
か
な
れ
な
い
』
」

ち
な
み
に
、
名
前
は
ゼ
ロ
ナ
が
勝
手
に
決
め
た
も
の
だ
。

「
ん
？
っ
て
こ
と
は
ザ
ン
兄
は
ボ
ス
に
な
れ
な
い
じ
ゃ
ん
。
・
・
・
だ
か
ら
９

に
ぃ

代
目
の
息
子
っ
て
嘘
つ
い
た
の
か
な
・
・
・
？
」

ゼ
ロ
ナ
は
Ｘ
Ａ
Ｎ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
の
こ
と
を
ザ
ン
兄
と
呼
ん
で
い
る
。

に
ぃ

ず
っ
と
そ
う
呼
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
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再
会
し
た
時
も
、
そ
う
呼
ぶ
つ
も
り
だ
が
・
・
・
。

「
ん
じ
ゃ
、
も
し
他
に
ボ
ス
候
補
が
い
た
ら
ソ
イ
ツ
の
仲
間
・
・
・
い
や
、
友

達
に
で
も
な
っ
て
、
後
押
し
し
よ
う
か
な
♪
ザ
ン
兄
に
と
っ
て
一
番
嫌
な
こ
と

に
ぃ

だ
ろ
う
し
ね
」

ピ
リ
リ
リ
・
・
・
。

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

ゼ
ロ
ナ
は
殺
し
屋
と
し
て
有
名
な
の
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
依
頼
の
電
話
が
く
る
。

ボ
ン
ゴ
レ
か
ら
は
き
た
こ
と
は
な
い
が
・
・
・
。
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「
も
し
も
し
」

『
貴
女
が
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
で
す
か
？
』

「
お
、
今
回
の
奴
は
礼
儀
正
し
い
な
。
そ
う
、
私
は
ゼ
ロ
ナ
で
合
っ
て
る
よ
」

『
殺
し
の
依
頼
を
し
た
い
の
で
す
が
』

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
名
前
は
？
」

『
我
々
は
ま
だ
名
前
を
作
っ
て
な
く
て
ね
』

「
ふ
ー
ん
・
・
・
ま
ぁ
い
い
け
ど
ね
。
先
に
報
酬
を
確
認
し
た
い
ん
だ
け
ど
」

『
望
む
額
は
？
』

「
金
じ
ゃ
な
い
。
金
な
ら
腐
る
ほ
ど
あ
る
か
ら
ね
。
私
が
欲
し
い
の
は
情
報
さ
」
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『
情
報
・
・
・
で
す
か
』

「
そ
う
、
情
報
」

『
そ
れ
な
ら
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
よ
。
我
々
は
情
報
も
武
器
と
し
て
い
く
つ
も
り

な
の
で
ね
』

「
な
ら
い
い
。
ボ
ン
ゴ
レ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
こ
と
で
少
し
調
べ
と
い
て
く
れ
れ
ば

ね
」

『
！
！
ボ
ン
ゴ
レ
・
・
・
。
い
い
で
し
ょ
う
』

「
な
ら
依
頼
を
受
け
る
。
標
的
は
？
」

『
今
、
北
イ
タ
リ
ア
に
い
る
一
人
の
殺
し
屋
・
ド
ー
タ
で
す
。
奴
は
我
々
の
裏

切
り
者
。
情
け
は
い
ら
な
い
』

「
情
け
な
ん
て
か
け
た
こ
と
無
い
よ
。
ド
ー
タ
、
ね
。
了
解
し
た
」

『
ボ
ン
ゴ
レ
で
特
に
知
り
た
い
こ
と
は
？
』
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「
お
、
そ
こ
ま
で
詳
し
く
調
べ
て
く
れ
る
か
。
私
が
知
り
た
い
も
の
は
・
・
・

　
次
期
ボ
ン
ゴ
レ
１
０
代
目
ボ
ス
候
補
だ
よ
」

『
ほ
う
。
次
期
ボ
ス
を
潰
す
・
・
・
と
？
』

「
潰
す
わ
け
で
は
な
い
よ
。
そ
し
て
こ
れ
以
上
話
す
気
も
無
い
」

『
結
構
で
す
よ
・
・
・
。
で
は
、
頼
み
ま
し
た
』

ピ
ッ
、
と
電
話
が
切
れ
る
。

「
さ
て
・
・
・
と
。
北
イ
タ
リ
ア
か
・
・
・
。
こ
こ
は
フ
ラ
ン
ス
だ
し
、
す
ぐ

に
着
く
ね
」
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ゼ
ロ
ナ
は
死
体
を
踏
み
潰
し
な
が
ら
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
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そ
れ
か
ら
、
１
０
日
後
。

ゼ
ロ
ナ
は
空
港
に
い
た
。

そ
の
理
由
は
、
ゼ
ロ
ナ
が
依
頼
の
報
酬
の
情
報
を
聞
い
た
時
の
こ
と
。

　　　「
さ
て
、
依
頼
は
終
わ
っ
た
よ
。
情
報
を
く
れ
る
か
な
？
あ
、
次
期
ボ
ス
候
補

の
中
で
一
番
弱
い
奴
の
だ
け
で
い
い
や
」

『
一
番
弱
い
・
・
・
。
と
な
る
と
日
本
人
か
』
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「
お
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
日
本
♪
行
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
」

『
名
は
、
沢
田
綱
吉
。
虫
一
匹
も
殺
せ
な
い
よ
う
な
弱
く
、
臆
病
者
』

「
虫
一
匹
も
！
？
」

『
あ
ぁ
、
そ
う
ら
し
い
。
そ
し
て
今
の
年
齢
が
・
・
・
。
貴
女
と
同
じ
、
１
０

歳
で
す
ね
』

「
私
と
同
じ
・
・
・
か
。
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
と
か
は
分
か
る
？
」

『
さ
ぁ
な
・
・
・
何
せ
巨
大
マ
フ
ィ
ア
だ
。
次
期
ボ
ス
の
こ
と
な
ど
外
に
漏
ら

さ
な
い
だ
ろ
う
』

「
ん
ー
、
仕
方
無
い
ね
。
自
力
で
探
す
か
。
あ
り
が
と
ね
、
ま
だ
名
も
無
き
マ

フ
ィ
ア
さ
ん
♪
」

『
い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
礼
を
言
う
。
情
報
な
ど
で
裏
切
り
者
を
始
末
で
き
た
の

だ
か
ら
な
』
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　　そ
し
て
、
ゼ
ロ
ナ
が
乗
る
飛
行
機
は
日
本
行
き
。

ボ
ン
ゴ
レ
１
０
代
目
ボ
ス
候
補
最
弱
の
沢
田
綱
吉
に
会
い
に
行
く
の
だ
。

「
さ
て
、
虫
も
殺
せ
ぬ
沢
田
綱
吉
さ
ん
♪
会
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
す
よ
」

ゼ
ロ
ナ
は
日
本
へ
発
っ
た
。

ま
だ
見
ぬ
沢
田
綱
吉
に
会
う
た
め
・
・
・
。
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兄
に
復
讐
す
る
た
め
・
・
・
。
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弐
幕
　
沢
田
綱
吉
に
会
う

日
本
に
着
い
て
、
２
年
が
過
ぎ
た
。

沢
田
綱
吉
、
と
い
う
人
物
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

「
次
は
こ
こ
だ
ね
・
・
・
。
並
盛
町
」

並
盛
町
は
日
本
の
中
で
も
平
凡
な
町
だ
。

都
会
の
よ
う
に
高
い
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
る
わ
け
で
も
無
く
、
田
舎
の
よ
う

に
木
が
生
い
茂
り
す
ぎ
て
も
い
な
い
。
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「
こ
ー
ゆ
ー
と
こ
に
い
そ
う
だ
よ
ね
、
沢
田
綱
吉
♪
」

今
は
３
月
の
終
わ
り
。

そ
し
て
ゼ
ロ
ナ
は
１
２
歳
。

つ
ま
り
、
中
学
生
に
な
る
。

「
ん
ー
、
沢
田
綱
吉
が
い
な
け
れ
ば
私
は
こ
の
街
を
離
れ
た
い
ん
だ
け
ど
な
ー
。

沢
田
綱
吉
は
私
と
同
い
年
だ
か
ら
・
・
・
。
う
ん
、
中
学
校
行
こ
う
！
」

そ
こ
ら
辺
に
い
た
大
人
に
近
く
に
あ
る
中
学
校
を
聞
く
と
『
並
盛
中
学
校
が
一

番
近
い
』
と
教
え
て
く
れ
た
。



36

な
ぜ
か
少
し
、
怯
え
な
が
ら
。

す
ぐ
に
向
か
っ
た
が
、
ご
く
普
通
の
中
学
校
だ
っ
た
。

門
の
近
く
で
は
、
制
服
を
着
て
泣
い
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。

そ
し
て
門
に
は
『
卒
業
式
』
の
文
字
。

「
あ
ー
・
・
・
。
今
日
っ
て
卒
業
式
な
の
か
・
・
・
。
っ
て
こ
と
は
ま
だ
沢
田

綱
吉
は
い
な
い
な
」

今
度
は
並
盛
小
学
校
に
行
く
。

場
所
は
、
泣
い
て
な
い
中
学
生
に
聞
い
た
。
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す
る
と
、
こ
こ
で
も
『
卒
業
式
』
の
文
字
。

こ
こ
は
静
か
だ
が
、
体
育
館
の
方
か
ら
人
の
気
配
が
す
る
。

「
・
・
・
も
し
沢
田
綱
吉
が
こ
の
町
に
い
た
ら
、
今
卒
業
式
の
真
っ
只
中
か
な

？
」

校
内
に
入
り
、
体
育
館
に
向
か
っ
た
。

ガ
ラ
・
・
・
。

ゆ
っ
く
り
と
扉
を
開
け
る
。
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中
に
は
大
量
の
人
。

「
（
何
こ
の
人
数
・
・
・
。
今
す
ぐ
殺
し
て
沢
田
綱
吉
が
い
る
か
ど
う
か
確
か

め
た
い
・
・
・
）
」

懐
に
あ
る
銃
に
手
を
伸
ば
し
た
時
。

『
沢
田
、
綱
吉
！
！
』

「
は
い
・
・
・
」

卒
業
書
証
を
貰
う
た
め
に
呼
ば
れ
た
者
の
名
前
が
、
ゼ
ロ
ナ
が
探
し
て
い
る
者

の
名
前
と
一
致
し
た
。
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「
あ
れ
が
・
・
・
沢
田
綱
吉
・
・
・
？
」

ゼ
ロ
ナ
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
表
情
で
そ
の
者
を
見
る
。

何
の
オ
ー
ラ
も
、
威
圧
感
も
無
い
。

虫
一
匹
殺
せ
な
い
、
と
い
う
の
は
真
実
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ふ
い
に
、
『
沢
田
綱
吉
』
と
目
が
合
っ
た
。

い
や
、
も
し
か
し
た
ら
ゼ
ロ
ナ
の
勘
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
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だ
が
、
ゼ
ロ
ナ
は
目
が
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
・
・
・
き
っ
と
、
コ
イ
ツ
は
当
た
り
だ
・
・
・
♪
」

ゼ
ロ
ナ
は
嬉
し
そ
う
に
笑
う
。

ま
る
で
獲
物
を
見
つ
け
た
よ
う
に
・
・
・
。

卒
業
式
が
終
わ
り
、
生
徒
が
校
舎
か
ら
出
て
き
た
。

中
に
は
泣
い
て
る
者
も
い
る
。
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「
あ
・
・
・
来
た
」

ゼ
ロ
ナ
は
『
沢
田
綱
吉
』
を
見
つ
け
て
声
を
出
し
た
。

『
沢
田
綱
吉
』
は
誰
と
も
一
緒
に
お
ら
ず
、
一
人
で
い
る
。

・
・
・
そ
れ
も
、
負
の
オ
ー
ラ
全
開
で
。

「
君
、
沢
田
綱
吉
だ
よ
ね
？
」

ゼ
ロ
ナ
は
『
沢
田
綱
吉
』
に
近
づ
い
て
、
声
を
か
け
る
。
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「
え
！
？
あ
、
は
い
・
・
・
そ
う
で
す
け
ど
・
・
・
」

「
あ
ぁ
、
私
の
名
は
ゼ
ロ
ナ
。
『
沢
田
綱
吉
』
っ
て
名
前
の
人
物
を
探
し
て
日

本
中
飛
び
回
っ
て
て
ね
」

「
に
、
日
本
中
―
―
―
―
―
―
！
！
！
？
」

「
あ
、
ち
ょ
っ
と
ウ
ル
サ
イ
」

『
沢
田
綱
吉
』
が
大
声
を
出
し
た
の
と
、
ゼ
ロ
ナ
が
美
人
な
せ
い
で
か
な
り
の

注
目
を
浴
び
て
い
た
。

「
あ
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
・
・
・
」

「
別
に
謝
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
。
改
め
て
聞
く
よ
？
君
は
虫
一
匹
殺
せ
な

い
沢
田
綱
吉
で
合
っ
て
る
？
」
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「
虫
一
匹
殺
せ
な
い
っ
て
・
・
・
。
あ
ー
は
い
。
合
っ
て
ま
す
よ
・
・
・
」

後
半
、
声
が
低
く
な
っ
て
た
の
は
勘
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
な
ら
良
か
っ
た
。
こ
れ
で
日
本
を
回
ら
な
く
て
済
む
」

「
あ
の
・
・
・
な
ん
で
オ
レ
を
探
し
て
た
ん
で
す
か
？
」

「
ん
？
・
・
・
ち
ょ
っ
と
・
・
・
ね
」

「
？
」

「
ま
、
細
か
い
こ
と
は
来
月
に
で
も
話
す
よ
」

「
来
月
？
」

「
君
、
次
は
中
学
一
年
で
し
ょ
？
並
盛
中
学
校
に
通
う
」
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「
あ
・
・
・
は
い
」

「
私
も
君
と
同
い
年
だ
か
ら
ね
」

「
え
・
・
・
同
い
年
・
・
・
？
」

「
う
ん
、
そ
う
」

沢
田
綱
吉
が
一
瞬
固
ま
っ
た
。

「
？
ど
う
か
し
た
？
」

「
・
・
・
ウ
ソ
で
す
よ
ね
・
・
・
？
オ
レ
よ
り
か
な
り
背
高
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
」

「
背
な
ん
て
お
お
よ
そ
の
年
齢
を
把
握
す
る
た
め
で
し
か
な
い
さ
」

「
そ
れ
は
そ
う
で
す
け
ど
・
・
・
」
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「
ま
、
と
も
か
く
・
・
・
」

ゼ
ロ
ナ
は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
言
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
、
沢
田
綱
吉
」
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参
幕
　
初
登
校

４
月
。

ゼ
ロ
ナ
は
並
盛
中
学
校
の
制
服
を
着
て
、
並
盛
町
を
歩
い
て
い
た
。

今
日
は
入
学
式
。

ゼ
ロ
ナ
は
少
し
楽
し
そ
う
な
表
情
で
歩
い
て
い
る
。

決
し
て
入
学
式
が
楽
し
み
な
わ
け
で
は
な
い
。

沢
田
綱
吉
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
楽
し
み
な
の
だ
。
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「
も
し
一
緒
に
な
れ
た
ら
、
観
察
し
や
す
い
し
ね
♪
」

そ
う
、
ゼ
ロ
ナ
の
目
的
は
観
察
だ
。

「
ん
、
着
い
た
」

並
盛
中
学
の
門
に
は
、
『
入
学
式
』
の
文
字
。

「
そ
れ
に
し
て
も
人
が
多
い
な
・
・
・
。
そ
ん
な
に
固
ま
っ
て
る
と
、
ま
と
め

て
大
勢
殺
さ
れ
る
よ
？
」

ポ
ツ
リ
、
と
呟
く
。

「
お
・
・
・
発
見
」
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ゼ
ロ
ナ
は
ク
ラ
ス
発
表
の
近
く
に
い
る
人
物
に
近
寄
る
。

「
や
ぁ
、
沢
田
綱
吉
」

「
う
わ
ぁ
！
！
」

い
き
な
り
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
、
そ
ん
な
に
驚
く
こ
と
な
の
か
・
・

・
。

ゼ
ロ
ナ
は
心
の
中
で
言
い
な
が
ら
話
を
続
け
た
。

「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」

「
え
っ
と
・
・
・
。
前
に
卒
業
式
で
会
っ
た
・
・
・
」

「
ゼ
ロ
ナ
、
だ
よ
」



49

「
あ
、
そ
う
だ
。
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
」

「
沢
田
綱
吉
は
何
組
？
」

「
そ
れ
が
・
・
・
。
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
・
・
・
」

「
・
・
・
探
し
始
め
て
何
秒
経
っ
た
？
」

「
秒
っ
て
い
う
か
・
・
・
３
分
」

「
・
・
・
バ
カ
？
」

「
う
・
・
・
」

「
・
・
・
否
定
し
な
い
っ
て
こ
と
は
、
自
覚
ア
リ
、
か
・
・
・
。
か
な
り
バ
カ

な
ん
だ
ね
」

「
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
は
何
組
で
す
か
？
」

「
待
っ
て
、
ま
だ
見
て
な
い
か
ら
・
・
・
。
ん
、
Ａ
組
だ
よ
。
私
も
、
沢
田
綱

吉
も
」
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「
早
！
！
！
」

「
君
が
遅
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
？
早
く
教
室
行
く
よ
」

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
」

ゼ
ロ
ナ
は
ス
タ
ス
タ
、
と
教
室
に
向
か
っ
た
。

「
あ
の
、
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
っ
て
ど
こ
の
国
出
身
？
」

「
お
、
日
本
人
じ
ゃ
な
い
っ
て
分
か
る
の
か
」

「
だ
っ
て
目
の
色
赤
だ
し
、
名
前
も
変
わ
っ
て
る
し
・
・
・
」

「
あ
ー
、
そ
れ
で
か
。
私
は
イ
タ
リ
ア
人
だ
よ
、
日
本
語
は
１
０
歳
の
時
に
勉

強
し
た
か
ら
話
せ
る
」
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正
確
に
は
、
１
０
歳
で
沢
田
綱
吉
の
情
報
を
得
た
時
だ
。

「
じ
ゅ
、
１
０
歳
で
他
国
語
の
勉
強
！
？
」

「
ま
ぁ
ね
。
で
も
す
ぐ
覚
え
た
け
ど
」

「
・
・
・
頭
良
い
ん
で
す
ね
・
・
・
」

「
ま
ぁ
、
部
類
的
に
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
？
」

「
・
・
・
。
あ
、
そ
う
い
え
ば
日
本
の
前
は
ど
こ
に
い
た
ん
で
す
か
？
」

「
ん
ー
、
最
後
は
イ
タ
リ
ア
・
・
・
だ
っ
た
か
な
？
」

「
最
後
？
」

「
あ
ぁ
、
私
は
フ
リ
ー
の
殺
し
屋
だ
か
ら
ね
」

ヒ
ッ
ト
マ
ン
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に
っ
こ
り
笑
っ
て
言
う
。

そ
れ
に
対
し
、
沢
田
綱
吉
は
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
て
い
る
。

「
・
・
・
殺
し
屋
・
・
・
？
」

「
う
ん
。
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
？
」

「
・
・
・
今
、
何
歳
で
す
か
？
」

「
私
は
１
２
だ
よ
」

「
・
・
・
何
歳
か
ら
？
」

「
殺
し
屋
始
め
た
の
？
そ
れ
は
・
・
３
歳
か
な
」
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「
３
歳
！
？
」

「
ま
ぁ
、
仕
方
な
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
ね
。
２
歳
の
時
か
ら
、
ず
っ
と
１
人
で

生
き
て
き
た
わ
け
だ
し
」

「
２
歳
の
時
か
ら
、
ず
っ
と
１
人
・
・
・
？
ど
う
し
て
・
・
・
」

「
・
・
・
母
と
兄
に
、
捨
て
ら
れ
た
ん
だ
よ
」

「
な
！
！
！
」

「
ち
な
み
に
私
が
生
ま
れ
る
前
に
父
は
死
ん
だ
。
母
も
今
、
死
ん
で
い
る
」

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
」

「
私
の
今
の
目
的
は
・
・
・

　
兄
に
、
復
讐
す
る
こ
と
だ
よ
」
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感
情
の
無
い
表
情
で
言
う
。

沢
田
綱
吉
は
、
ゼ
ロ
ナ
の
そ
の
表
情
に
恐
怖
を
感
じ
、
顔
を
青
ざ
め
る
。

「
ま
さ
か
・
・
・
日
本
に
来
た
の
っ
て
・
・
・
」

「
本
当
は
今
す
ぐ
復
讐
し
た
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
あ
い
に
く
、
兄
の
情
報
を

あ
ま
り
得
ら
れ
ず
ね
。
だ
か
ら
兄
に
は
ま
ず
、
絶
望
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
ん
だ
。

そ
の
た
め
に
沢
田
綱
吉
、
君
が
必
要
な
ん
だ
」

「
オ
、
オ
レ
！
？
」

「
う
ん
。
こ
の
様
子
だ
と
ま
だ
自
分
自
身
の
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
ね
。
な

ら
分
か
る
ま
で
待
つ
か
・
・
・
」

「
（
何
言
っ
て
ん
だ
？
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
・
・
・
。
）
そ
う
い
え
ば
、
い
つ
か
ら
日

本
に
い
る
ん
で
す
か
？
」
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「
ん
？
２
年
前
か
ら
か
な
」

「
そ
、
そ
ん
な
に
前
か
ら
！
？
」

「
君
を
探
す
の
が
思
っ
た
よ
り
大
変
で
ね
、
沢
田
綱
吉
。
何
せ
『
名
前
』
と
『

虫
も
殺
せ
な
い
』
と
い
う
情
報
し
か
無
か
っ
た
か
ら
・
・
・
」

「
二
つ
目
の
情
報
、
意
味
あ
り
ま
す
！
？
」

「
そ
ん
な
の
あ
る
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」

「
え
・
・
・
？
」

「
沢
田
綱
吉
、
っ
て
名
前
の
人
間
は
よ
く
あ
り
そ
う
だ
か
ら
ね
。
弱
い
、
と
い

う
の
が
決
定
打
に
な
る
」

「
・
・
・
そ
れ
っ
て
オ
レ
を
バ
カ
に
し
て
ま
す
？
」

「
し
て
な
い
、
と
言
え
ば
嘘
に
な
る
ね
」
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「
そ
こ
誤
魔
化
さ
な
く
て
い
い
で
す
か
ら
！
！
！
」

「
や
っ
ぱ
り
君
は
ウ
ル
サ
い
な
ー
。
ほ
ら
、
教
室
着
い
た
よ
？
」

ガ
ラ
ガ
ラ
、
と
扉
を
開
け
る
。

す
る
と
、
一
気
に
注
目
を
浴
び
た
。

「
お
い
・
・
・
誰
だ
？
あ
の
美
人
・
・
・
」

「
キ
ャ
―
―
！
見
て
、
あ
の
キ
レ
イ
な
人
！
」

「
モ
デ
ル
さ
ん
か
な
！
？
」
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皆
、
ゼ
ロ
ナ
を
見
て
叫
ん
で
い
る
。

「
・
・
・
。
沢
田
綱
吉
、
私
し
ば
ら
く
他
の
場
所
に
い
る
か
ら
、
君
も
行
く
よ
」

「
な
！
？
オ
レ
を
巻
き
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
！
」

「
私
１
人
で
す
る
こ
と
な
ん
て
、
武
器
の
手
入
れ
く
ら
い
で
ヒ
マ
だ
か
ら
ね
。

早
く
」

返
事
も
聞
か
ず
、
早
足
で
教
室
を
出
る
。

「
ま
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
」

ゼ
ロ
ナ
の
後
を
、
必
死
に
追
い
か
け
て
い
た
。
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肆
幕
　
屋
上
に
て

そ
れ
か
ら
二
人
が
向
か
っ
た
の
は
、
屋
上
。

こ
れ
は
ゼ
ロ
ナ
が
選
ん
だ
・
・
・
と
い
う
か
、
勝
手
に
こ
こ
に
入
っ
た
。

「
あ
の
・
・
・
勝
手
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
ん
で
す
か
・
・
・
？
」

「
？
何
で
？
」

「
だ
っ
て
・
・
・
。
学
校
の
屋
上
に
・
・
・
」

「
私
達
は
こ
れ
か
ら
、
こ
の
学
校
に
通
う
ん
だ
よ
？
な
ら
別
に
問
題
無
い
で
し

ょ
」

「
・
・
・
ま
ぁ
、
そ
う
で
す
ね
・
・
」

「
あ
、
敬
語
じ
ゃ
な
く
て
い
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
同
い
年
な
ん
だ
し
」
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「
う
、
う
ん
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
そ
う
す
る
よ
」

「
呼
び
方
も
、
呼
び
捨
て
で
も
い
い
ん
だ
よ
？
」

「
い
や
・
・
な
ん
か
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
は
、
さ
ん
付
け
が
し
っ
く
り
来
る
っ
て
い
う

か
・
・
・
」

「
ま
、
何
だ
っ
て
い
い
ん
だ
け
ど
ね
」

ゼ
ロ
ナ
は
カ
バ
ン
の
中
に
手
を
伸
ば
し
、
武
器
を
取
り
出
し
た
。

「
・
・
・
そ
れ
・
・
」

「
ん
？
私
の
武
器
だ
よ
？
」

「
・
・
い
や
、
そ
れ
は
分
か
る
け
ど
・
・
・
。
警
察
に
見
つ
か
っ
た
ら
捕
ま
る

よ
？
」
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「
サ
ツ
な
ん
て
、
も
う
何
人
も
消
し
て
る
け
ど
？
」

「
（
絶
対
に
こ
の
人
を
敵
に
回
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
・
・
・
。
）
そ
う
い
え
ば
、
い

つ
入
学
式
っ
て
始
ま
る
ん
だ
ろ
・
・
」

「
う
ー
ん
と
、
５
分
後
だ
ね
」

「
な
！
そ
れ
っ
て
ヤ
バ
い
じ
ゃ
ん
！
！
」

「
そ
う
？
」

「
そ
う
だ
よ
！
行
こ
う
！
」

沢
田
綱
吉
は
立
ち
上
が
り
、
扉
の
方
へ
急
ぐ
。

だ
が
・
・
・
。
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「
あ
、
ん
じ
ゃ
ま
た
ね
」

「
え
・
・
？
」

「
私
、
武
器
の
手
入
れ
を
途
中
で
止
め
た
く
な
い
の
。
だ
か
ら
１
人
で
ど
う
ぞ
」

「
ど
う
ぞ
、
っ
て
言
わ
れ
て
も
・
・
・
。
と
、
と
に
か
く
オ
レ
は
行
く
か
ら
！

後
で
ね
、
ゼ
ロ
ナ
さ
ん
」

「
ん
ー
、
じ
ゃ
ね
」

ド
タ
ド
タ
と
、
沢
田
綱
吉
は
出
て
行
っ
た
。

ゼ
ロ
ナ
は
武
器
の
手
入
れ
を
止
め
、
考
え
る
。

「
あ
れ
が
、
沢
田
綱
吉
・
・
・
。
次
期
ボ
ン
ゴ
レ
ボ
ス
候
補
の
中
で
最
弱
を
ボ

ス
に
し
て
、
ザ
ン
兄
に
屈
辱
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・

に
ぃ
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・
。
弱
す
ぎ
た
か
な
・
・
・
？
ま
、
沢
田
綱
吉
に
賭
け
て
み
る
・
・
か
」

そ
う
言
っ
て
、
再
び
武
器
の
手
入
れ
を
し
た
。

手
入
れ
が
終
わ
り
、
入
学
式
が
行
わ
れ
て
る
体
育
館
に
向
か
お
う
と
し
た
時
。

ギ
イ
ィ
・
・
・
。

扉
が
開
い
た
。

屋
上
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
学
ラ
ン
を
着
た
男
子
。

ゼ
ロ
ナ
が
い
る
こ
と
に
は
、
気
づ
い
て
い
な
い
。
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そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
。

今
ゼ
ロ
ナ
が
い
る
の
は
、
扉
の
上
・
・
・
ち
ょ
っ
と
し
た
場
所
だ
か
ら
だ
。

「
あ
の
、
貴
方
は
誰
で
す
か
？
」

「
！
？
」

男
子
は
イ
キ
ナ
リ
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
驚
い
て
か
、
ト
ン
フ
ァ
ー
を
構
え

て
ゼ
ロ
ナ
を
睨
む
。

「
君
・
・
誰
だ
い
？
」

「
そ
れ
は
今
、
私
が
貴
方
に
し
た
質
問
な
ん
で
す
け
ど
・
・
・
。
ま
、
い
い
で
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す
よ
。
私
は
ゼ
ロ
ナ
。
今
日
並
盛
中
学
校
に
入
っ
た
、
一
年
生
で
す
よ
」

「
ゼ
ロ
ナ
・
・
。
１
－
Ａ
に
入
る
女
子
生
徒
だ
ね
」

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
・
・
。
合
っ
て

ま
す
よ
。
貴
方
は
？
」

「
君
に
名
乗
る
必
要
は
無
い
よ
」

「
必
要
は
無
い
・
・
？
」

「
君
は
こ
こ
で
・
・
・
咬
み
殺
す
」

チ
ャ
ッ
、
と
武
器
を
構
え
る
。

「
す
み
ま
せ
ん
が
、
お
断
り
し
ま
す
」

「
君
に
拒
否
権
は
無
い
」
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「
私
は
依
頼
以
外
で
戦
う
時
は
、
私
個
人
的
に
そ
の
者
を
倒
し
て
利
益
が
あ
る

時
と
、
復
讐
対
象
と
戦
う
時
だ
け
な
の
で
」

「
復
讐
対
象
・
・
・
？
君
は
誰
か
に
復
讐
で
も
す
る
の
か
い
？
」

「
え
ぇ
。
私
の
兄
に
」

「
・
・
・
君
は
面
白
そ
う
だ
・
・
。
特
別
に
許
し
て
あ
げ
る
よ
」

武
器
を
下
ろ
す
男
子
。

「
何
に
怒
っ
て
た
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。
名
前
、
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
？
」

「
・
・
嫌
だ
」

「
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
、
何
年
何
組
で
す
か
？
恐
ら
く
先
輩
だ
と
は
思
い
ま
す
け

ど
」
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「
僕
は
自
分
の
好
き
な
学
年
さ
」

「
・
・
・
じ
ゃ
あ
も
う
、
い
い
で
す
・
・
・
。
貴
方
み
た
い
な
方
な
ら
、
教
師

が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
」

「
そ
う
。
も
う
入
学
式
は
終
わ
っ
た
み
た
い
だ
か
ら
、
教
室
に
向
か
っ
た
方
が

い
い
か
も
ね
」

「
親
切
に
ど
う
も
」

に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
屋
上
を
出
る
。

「
・
・
・
久
し
ぶ
り
に
咬
み
殺
し
が
い
の
あ
り
そ
う
な
奴
が
来
た
・
・
・
。
こ

れ
か
ら
楽
し
く
な
り
そ
う
だ
ね
」

そ
の
男
子
は
妖
し
く
笑
い
、
屋
上
を
後
に
し
た
。
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伍
幕
　
雲
雀
恭
弥
と
の
約
束

教
室
に
行
く
と
、
既
に
教
師
・
生
徒
全
員
が
揃
っ
て
い
た
。

ガ
ラ
ラ
ッ
。

そ
れ
に
構
わ
ず
、
何
の
悪
び
れ
も
な
く
教
室
に
入
る
ゼ
ロ
ナ
。

「
待
ち
な
さ
い
！
今
更
来
て
何
も
言
わ
な
い
つ
も
り
か
」

「
私
は
入
学
式
が
始
ま
る
前
に
学
校
に
来
て
ま
し
た
。
そ
の
後
屋
上
に
行
き
、

入
学
式
に
出
よ
う
と
思
っ
た
ら
学
ラ
ン
を
着
た
男
子
生
徒
に
止
め
ら
れ
た
ん
で

す
」

「
！
！
？
学
ラ
ン
・
・
・
？
そ
の
男
子
生
徒
は
、
黒
髪
で
し
た
か
・
・
・
？
」

「
？
そ
う
で
す
け
ど
。
あ
ぁ
、
腕
章
を
し
て
ま
し
た
ね
。
『
風
紀
』
と
書
か
れ

た
」
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ズ
ザ
ザ
ッ
、
と
教
師
が
ゼ
ロ
ナ
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
軽
く
の
け
ぞ
る
。

「
そ
の
お
方
は
・
・
・
・
ひ
・
ひ
ば
・
・
」

「
？
あ
ぁ
、
名
前
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
是
非
と
も
教
え
て
く
だ
さ
い
」

「
風
紀
委
員
長
、
雲
雀
恭
弥
君
だ
！
！
！
」

「
・
・
な
ぜ
そ
ん
な
に
怯
え
て
い
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
・
・
。
雲
雀
恭
弥
、

で
す
か
。
教
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

も
う
用
は
無
い
、
と
で
も
言
う
よ
う
に
教
室
を
出
よ
う
と
す
る
。

「
ま
、
待
ち
な
さ
い
！
！
」
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「
？
何
で
す
か
」

「
ど
こ
行
こ
う
と
し
て
る
ん
で
す
か
！
」

「
家
で
す
が
？
」

「
ま
だ
帰
宅
時
間
で
は
無
い
！
席
に
座
り
な
さ
い
！
」

チ
ラ
ッ
と
教
室
を
見
渡
す
。

一
つ
だ
け
空
い
て
い
る
席
が
あ
っ
た
。

沢
田
綱
吉
の
近
く
の
席
だ
。

「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
雲
雀
恭
弥
に
挨
拶
し
て
か
ら
戻
り
ま
す
」
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「
あ
・
・
は
い
」

雲
雀
恭
弥
の
名
を
出
す
と
、
教
師
が
止
め
に
か
か
ら
な
い
。

不
思
議
な
教
師
の
法
則
を
見
つ
け
、
少
し
中
学
校
生
活
が
楽
し
み
に
な
っ
た
ゼ

ロ
ナ
だ
っ
た
。

コ
ン
コ
ン
コ
ン
ッ
。

テ
ン
ポ
良
く
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
。

「
誰
だ
い
？
」



71

「
ゼ
ロ
ナ
で
す
」

「
・
・
・
入
っ
て
い
い
よ
」

「
失
礼
し
ま
す
」

そ
う
言
う
と
同
時
に
ド
ア
を
開
け
る
。

「
何
の
用
？
」

「
改
め
て
挨
拶
を
、
と
思
い
ま
し
て
。
雲
雀
恭
弥
・
・
・
貴
方
に
」

「
ワ
オ
。
僕
の
名
前
、
わ
か
っ
た
ん
だ
」

「
随
分
と
教
師
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
の
で
、
簡
単
に
わ
か
り
ま
し

た
よ
。
学
ラ
ン
と
腕
章
だ
け
で
」
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「
そ
う
」

「
え
ぇ
。
何
を
し
た
か
は
聞
か
な
い
で
お
き
ま
す
け
ど
」

「
そ
う
だ
、
君
・
・
・
」

「
？
」

「
強
い
か
い
？
」

「
強
い
か
、
で
す
か
・
・
・
。
殺
し
な
ら
得
意
で
す
よ
。
殺
し
屋
で
す
の
で
」

「
な
ら
話
が
早
い
。
早
速
戦
お
う
よ
」

ど
こ
か
ら
か
、
ト
ン
フ
ァ
ー
を
取
り
出
し
て
構
え
る
雲
雀
恭
弥
。

「
遠
慮
し
て
お
き
ま
す
。
私
は
先
ほ
ど
も
言
っ
た
は
ず
で
す
よ
？
」
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「
・
・
・
依
頼
時
、
自
分
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
時
、
復
讐
時
以
外
は
戦
わ
な

い
・
・
の
こ
と
か
い
？
」

「
は
い
。
今
貴
方
と
戦
っ
て
も
利
益
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
」

「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
こ
う
し
よ
う
」

雲
雀
恭
弥
は
再
び
妖
し
く
笑
い
、
一
時
的
に
ト
ン
フ
ァ
ー
を
下
ろ
す
。

「
僕
か
ら
の
依
頼
。
僕
と
戦
う
こ
と
。
報
酬
は
・
・
そ
う
だ
ね
。
風
紀
委
員
に

仮
に
さ
せ
て
あ
げ
る
よ
。
そ
う
す
れ
ば
必
然
的
に
腕
章
を
君
は
貰
え
る
」

「
腕
章
？
そ
の
『
風
紀
』
と
書
か
れ
た
腕
章
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
よ
。
こ
の
腕
章
が
あ
れ
ば
、
教
師
は
何
で
も
言
う
こ
と
を
聞
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
ね
。
報
酬
と
し
て
十
分
だ
と
思
う
よ
」

「
・
・
・
」
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ソ
フ
ァ
ー
に
許
可
な
く
座
り
、
考
え
る
ゼ
ロ
ナ
。

「
い
い
で
す
よ
。
た
だ
し
、
『
殺
し
』
で
は
な
く
『
戦
い
』
な
ら
で
す
け
ど
ね
」

「
並
中
で
死
人
を
出
す
と
風
紀
が
乱
れ
る
か
ら
殺
し
は
し
な
い
よ
。
そ
れ
じ
ゃ

あ
、
始
め
よ
う
か
」

再
び
ト
ン
フ
ァ
ー
を
構
え
る
。

「
で
は
、
戦
い
な
ら
ル
ー
ル
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

「
・
・
い
ら
な
い
よ
、
そ
ん
な
の
」

「
ル
ー
ル
が
無
い
の
な
ら
、
私
は
依
頼
を
受
け
ま
せ
ん
」
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「
・
・
・
仕
方
な
い
ね
。
早
く
決
め
て
よ
」

「
私
が
決
め
て
い
い
ん
で
す
ね
。
な
ら
制
限
時
間
は
５
分
。
時
間
内
に
ど
ち
ら

か
が
戦
闘
不
能
に
な
っ
た
ら
強
制
終
了
で
す
。
武
器
は
・
・
貴
方
は
ト
ン
フ
ァ

ー
の
よ
う
な
の
で
、
銃
は
禁
止
で
」

「
・
・
・
君
の
武
器
は
？
」

「
？
あ
り
ま
す
け
ど
？
」

「
さ
っ
き
手
入
れ
し
て
た
銃
以
外
に
だ
よ
？
」

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
・
・
確
か
に
私
だ
け
相
手
の
武
器
を
知
っ
て
い
る
の
も
フ

ェ
ア
じ
ゃ
な
い
の
で
、
見
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
・
・
・
」

袖
口
か
ら
、
２
本
の
棒
が
鎖
で
繋
が
れ
た
も
の
を
取
り
出
す
。

「
こ
れ
が
今
回
使
用
す
る
武
器
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
仕
込
み
ヌ

・
・

ン
チ
ャ
ク
で
す
が
ね
・
・
・
」
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「
ふ
ぅ
ん
。
面
白
そ
う
だ
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
始
め
よ
う
か
」

チ
ャ
ッ
、
と
ト
ン
フ
ァ
ー
を
構
え
る
。

「
あ
と
も
う
一
つ
ル
ー
ル
あ
り
ま
す
」

「
・
・
・
何
？
」

「
戦
い
を
す
る
の
は
、
今
度
の
休
日
で
」

「
・
・
・
」

「
貴
方
の
性
格
か
ら
し
て
納
得
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
。
納
得
し
て
く

れ
な
い
よ
う
な
ら
私
は
依
頼
を
受
け
ま
せ
ん
し
、
戦
い
も
し
ま
せ
ん
。
さ
ぁ
、

ど
う
し
ま
す
か
？
」

「
・
・
・
・
・
・
。
仕
方
無
い
ね
。
い
い
よ
。
じ
ゃ
あ
土
曜
に
学
校
に
来
て
ね
」

「
場
所
は
こ
の
応
接
室
で
い
い
で
す
ね
」
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「
う
ん
。
楽
し
み
に
し
て
る
よ
」

ト
ン
フ
ァ
ー
を
し
ま
い
、
書
類
整
理
を
し
始
め
る
雲
雀
恭
弥
。

「
あ
ぁ
、
そ
う
い
え
ば
私
、
貴
方
の
こ
と
を
『
雲
雀
恭
弥
』
と
呼
ん
で
ま
す
が
、

構
い
ま
せ
ん
よ
ね
？
」

「
好
き
に
す
れ
ば
？
」

「
そ
れ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
」

ゼ
ロ
ナ
は
応
接
室
を
出
て
行
っ
た
。

約
束
の
土
曜
日
は
、
４
日
後
・
・
・
・
・
・
。
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陸
幕
　
雲
雀
恭
弥
と
の
戦
い

雲
雀
恭
弥
と
戦
い
を
約
束
し
た
、
土
曜
。

ゼ
ロ
ナ
は
昼
の
１
２
時
ち
ょ
う
ど
に
応
接
室
に
来
た
。

時
間
は
指
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
雲
雀
恭
弥
は
い
た
。

恐
ら
く
仕
事
を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。

彼
は
椅
子
に
座
り
、
書
類
に
目
を
通
し
て
い
た
。

「
今
忙
し
い
で
す
か
？
」
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「
ま
ぁ
、
忙
し
い
と
言
え
ば
忙
し
い
け
ど
、
君
と
の
戦
い
を
優
先
す
る
よ
」

ペ
ン
を
机
に
置
き
、
雲
雀
恭
弥
は
立
っ
た
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
は
？
」

「
僕
は
ど
こ
で
も
い
い
よ
。
並
中
が
破
損
し
な
け
れ
ば
ね
」

「
と
な
る
と
、
並
中
で
は
無
理
で
す
ね
・
・
・
。
ど
こ
か
良
い
場
所
知
り
ま
せ

ん
か
？
私
こ
の
町
に
来
て
日
が
浅
い
の
で
、
よ
く
知
ら
な
い
ん
で
す
」

「
だ
っ
た
ら
地
図
見
て
自
分
で
決
め
て
」

棚
か
ら
一
冊
の
本
を
取
り
、
ゼ
ロ
ナ
に
渡
す
。
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並
盛
町
の
地
図
だ
。

「
・
・
・
あ
、
こ
こ
は
ど
う
で
す
か
？
並
盛
山
。
山
な
ら
暴
れ
て
何
か
破
損
し

て
も
、
自
然
の
力
で
直
る
と
思
い
ま
す
し
」

「
い
い
よ
。
じ
ゃ
あ
早
く
行
こ
う
か
」

そ
し
て
二
人
で
並
盛
山
に
向
か
っ
た
。

今
の
二
人
の
服
装
は
、
雲
雀
恭
弥
が
学
ラ
ン
、
ゼ
ロ
ナ
は
私
服
だ
。

戦
う
の
で
、
動
き
や
す
い
格
好
で
来
て
い
る
。
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白
い
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
の
上
に
赤
い
ボ
ー
ダ
ー
の
首
周
り
が
広
い
長
袖
。
ズ
ボ
ン

は
普
通
の
ジ
ー
ン
ズ
。

並
盛
は
平
和
な
町
な
の
で
、
殺
し
屋
と
バ
レ
な
そ
う
な
服
を
選
ん
だ
の
だ
。

「
さ
て
、
始
め
ま
し
ょ
う
か
」

「
う
ん
。
も
う
待
ち
く
た
び
れ
た
よ
・
・
・
。
僕
の
期
待
、
裏
切
ら
な
い
で
ね
・

・
・
」

ブ
ワ
ッ
。

雲
雀
恭
弥
か
ら
膨
大
は
殺
気
が
放
た
れ
る
。
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「
こ
ん
な
殺
気
で
は
弱
い
で
す
よ
。
さ
て
、
こ
の
コ
イ
ン
が
地
面
に
着
い
た
ら

ス
タ
ー
ト
で
す
」

ピ
ン
ッ
。

コ
イ
ン
は
宙
を
舞
う
。

カ
ツ
ン
。

ガ
ッ
！
！

コ
イ
ン
が
落
下
し
た
と
同
時
に
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
と
ト
ン
フ
ァ
ー
が
ぶ
つ
か
る
。
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「
制
限
時
間
が
あ
る
の
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
？
」

「
ワ
オ
。
随
分
余
裕
だ
ね
」

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
だ
て
に
２
歳
か
ら
殺
し
屋
し
て
ま
せ
ん
よ
」

「
そ
の
く
ら
い
は
や
れ
な
き
ゃ
、
興
ざ
め
だ
よ
」

目
に
見
え
ぬ
速
さ
で
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

互
い
に
防
御
は
し
て
い
な
い
。

だ
が
攻
撃
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
互
い
に
ダ
メ
ー
ジ
は
無
い
。
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「
ふ
ぅ
ん
・
・
・
こ
の
程
度
か
い
？
」

「
ま
さ
か
。
あ
ぁ
、
私
は
ま
だ
一
割
の
力
も
出
し
て
い
な
い
で
す
よ
？
」

「
な
ら
安
心
し
た
よ
」

ゴ
オ
ォ
ッ
！
！

今
ま
で
の
倍
以
上
の
速
さ
で
戦
い
が
続
く
。

「
く
っ
」

雲
雀
恭
弥
の
右
腕
に
、
ゼ
ロ
ナ
の
ヌ
ン
チ
ャ
ク
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
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「
ヌ
ン
チ
ャ
ク
っ
て
、
扱
い
づ
ら
い
ん
で
す
よ
ね
・
・
・
。
な
の
に
な
ぜ
、
使

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」

息
な
ど
全
く
切
ら
ず
に
話
し
か
け
る
。

「
さ
あ
・
・
ね
。
知
ら
な
い
よ
」

「
そ
れ
は
、
敵
に
と
っ
て
も
対
処
し
づ
ら
い
か
ら
で
す
」

「
確
か
に
そ
う
か
も
ね
。
否
定
は
し
な
い
よ
」

「
で
し
ょ
う
？
・
・
残
り
、
１
分
で
す
ね
」

す
る
と
、
ゼ
ロ
ナ
の
攻
撃
ス
ピ
ー
ド
が
１
０
倍
ほ
ど
に
な
る
。
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「
！
！
」

ド
ガ
ッ
！
！

重
い
一
撃
が
雲
雀
恭
弥
の
腹
に
直
撃
し
た
。

「
さ
て
・
・
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
す
よ
」

「
・
・
ま
だ
だ
よ
」

「
ム
リ
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
今
の
一
撃
で
骨
を
一
本
折
り
ま
し
た
。
そ
し

て
・
・
・
時
間
切
れ
で
す
」

「
・
・
・
・
・
」

「
納
得
は
し
な
い
で
し
ょ
う
ね
・
・
・
で
す
が
終
わ
り
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
・
・
・
楽
し
か
っ
た
お
礼
に
、
報
酬
は
い
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
私
は
も

う
貴
方
と
戦
う
気
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
」
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「
・
・
・
僕
は
ま
た
戦
う
つ
も
り
だ
よ
」

「
な
ら
私
以
外
の
人
と
戦
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
二
度
と
同
じ
人
物
か
ら
依
頼

を
受
け
ま
せ
ん
」

「
・
・
・
わ
か
っ
た
よ
」

フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
雲
雀
恭
弥
は
立
ち
上
が
る
。

「
一
本
と
は
い
え
、
骨
を
折
っ
た
状
態
で
立
ち
上
が
り
ま
す
か
・
・
・
。
折
っ

た
張
本
人
が
言
え
る
言
葉
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
お
大
事
に
」

「
・
・
・
ま
た
ね
」

二
人
は
並
盛
山
を
降
り
、
帰
る
場
所
へ
帰
っ
た
。
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お
知
ら
せ

突
然
で
す
が
、
私
は
し
ば
ら
く
ア
ク
セ
ス
、
そ
も
そ
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

理
由
は
、
病
気
で
指
を
あ
ま
り
使
用
し
な
い
方
が
い
い
、
と
言
わ
れ
た
か
ら
で

す
。

小
説
の
方
は
、
難
波
壱
さ
ん
に
頼
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
難
波
壱
さ
ん
が

新
し
く
投
稿
し
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

あ
、
私
が
そ
の
よ
う
に
お
願
い
し
た
ん
で
す
。

難
波
壱
さ
ん
、
改
め
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

同
時
連
載
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私
が
毎
日
更
新
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
、

週
１
更
新
と
か
で
全
然
構
い
ま
せ
ん
の
で
！
！

私
が
作
者
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
『
憤
怒
の
雪
』
は
、
後
日
、
私
の
妹
に
削

除
し
て
も
ら
う
の
で
、
お
気
に
入
り
登
録
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
は
、
難
波

壱
さ
ん
が
作
者
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
再
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

話
は
初
め
か
ら
難
波
壱
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
で
し
た
し
、
私
が
考
え

た
話
の
続
き
は
す
で
に
難
波
壱
さ
ん
に
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

あ
、
で
も
皆
さ
ま
の
小
説
は
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！
！

私
が
パ
ソ
コ
ン
を
触
れ
な
い
だ
け
で
、
妹
や
母
に
頼
め
ば
読
め
ま
す
の
で
♪

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
ま
す
♪

私
が
小
説
を
削
除
す
る
理
由
は
、
け
じ
め
を
付
け
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
難
波
壱
さ
ん
に
ご
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
れ
な
の
に
受
け
入
れ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

活
動
報
告
も
自
分
で
は
打
て
な
く
て
も
、
家
族
に
頼
ん
で
打
て
る
か
も
で
す
♪

…
そ
れ
な
の
に
小
説
は
？
、
と
思
っ
た
方
。
こ
こ
が
私
の
『
け
じ
め
』
で
す
。

本
当
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

尚
、
こ
の
文
章
は
活
動
報
告
で
も
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
。

そ
れ
で
は
、
ま
た
。
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お
し
ら
せ
。
そ
の
弐
で
す

は
い
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

無
事
に
手
術
は
終
わ
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
し
ば
ら
く
パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
を
忘

れ
て
い
ま
し
て
、
今
妹
に
打
っ
て
も
ら
っ
て
ま
す
・
・
・
。

返
信
、
そ
の
他
、
今
で
き
な
い
状
況
で
す
の
で
返
信
が
無
く
て
も
『
あ
れ
？
』

と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
・
・
・
。

小
説
に
こ
と
は
前
回
の
お
し
ら
せ
で
伝
え
た
と
思
い
ま
す
が
、
難
波
壱
さ
ん
に

『
書
き
始
め
る
の
は
新
年
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
ワ
ガ
マ
マ
を
言
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
新
年
か
ら
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
・
・
本
当
、
色
々
と
ス
ミ
マ
セ
ン
・
・
・
。

あ
、
あ
と
設
定
と
か
も
だ
い
ぶ
変
え
て
も
ら
う
予
定
で
す
の
で
、
『
こ
こ
、
前

の
と
違
う
じ
ゃ
ん
』
と
思
わ
ず
、
『
こ
れ
が
正
し
い
ん
だ
』
と
思
っ
て
く
だ
さ

い
。

話
を
考
え
る
と
き
に
、
よ
く
難
波
壱
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、

違
和
感
は
あ
っ
た
と
し
て
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

恐
ら
く
、
こ
れ
が
本
当
の
本
当
に
最
後
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
ご
愛
読
（
っ
て
言
う
ん
で
す
か
？
）
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

そ
し
て
難
波
壱
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
！

そ
れ
で
は
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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